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はないか と考 えている。なお弥生期の問題 につ いては、長野県湯倉洞穴の ような 山間高地で の在
り方があるが、内陸遺跡で の例 で、大量 の獣骨 を出土 した群馬県新 保田中村 前遺 跡(弥生中期)で、
ニホ ンザ ル遺骸 は四肢骨2点 があったのみで ある。立地条件 の違 いがよ くうかがえる例 である(金
子1994)。
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